
 

少し視点を変えて、激戦の様相をしめす沖縄の外から冷静に見て

みると、県外（少なくとも滋賀）では相手陣営の宣伝は全く行われ

ておらず、圧倒的にデニーさんを応援する宣伝や集会が優勢です。 

この事実が意味するところは、安倍政権が現地で躍起になって相

手候補を応援していることの裏返しであり、国民の圧倒的多数が辺

野古新基地建設に反対であり、デニーさんを支持しているのです。 

翁長知事の奮闘により辺野古新基地建設は３年も遅れています。

そして今、8/31 の沖縄県の承認撤回により、埋立工事は完全に止

まっています。安倍政権はこれまで、沖縄県を地方交付金でさんざ

ん締めつけ、訴訟合戦までしかけて民意を踏みにじってきました。 

一地方自治体の選挙に国家権力を集中動員するようすから見ても、

追いつめられ、もがいているのは果たしてどちらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

がんばろう沖縄！日本中が応援団！私たちにも今、できることがある！ 
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9 月 22 日（土）、那覇新都心公園・中央広場で玉城デニーさん

の「うまんちゅ大集会」（「うまんちゅ」とは沖縄の言葉で「みん

なで」）が開催され、約 8000 人の市民が参加し、故・翁長知事の

遺志と「ちむぐくる」（真心）を引き継ぎ奮闘しているデニーさん

を激励しました。デニーさんの「辺野古に新しい基地は絶対に造

らせない」と１ミリもぶれない決意みなぎる発言に、会場全体が

歓喜と熱気に包まれ、最後は満場のデニーコールに包まれました。 

集会には、故・翁長知事の妻の翁長樹子（みきこ）夫人も参加。

声を詰まらせながらも、「マグマを噴き出させてでも、必ず勝利を

勝ち取りましょう。」との魂を響かせる訴えに、万雷の拍手が沸き

起こりました。断続的に降る雨は、さながら故・翁長知事が空か

ら流した抱擁の涙のようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【9/18 大津駅前宣伝（上） 9/23 滋賀自治労連電話作戦（下）】 
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玉城デニーさんの HPや動画の拡散がまだまだ足りません！ 

ぜひフォローして拡散してください。よろしくお願いします！！ 

【沖縄県知事選挙公式サイト】 

インタビュー記事や動画など玉城デニーさんのことを知りたい人は

ここから！ 

http://tamakidenny2018.com/ 

【ツイッター】 

日々の日程や考えていること、#新時代沖縄 に対する思いを呟いてい

ます。要チェックです！ 

@tamakidenny 

【インスタグラム】 

オフショットなど日々の記録。最近始めました^^ 

@tamakidenny2018 

【応援アカウント】 

◆◇◆編集手記◇◆◇ 

 9 月 5～13 日まで那覇市内でデニーさんの支援活動に参加し

ました。初めは沖縄を励ますつもりが、逆に励まされる日々で

した。地図とにらめっこしながら小録地区を回っていたとき、

「滋賀県から来たの？ご苦労様。このチラシもうこれで 5 枚目

よ。全部額縁に飾って毎日お祈りしているの。翁長さんの夢を

デニーさんで叶えましょうね。」と言われた時の熱い気持ちが忘

れられません。県外から大勢が押しかけてお騒がせしている気

持ちで、すれ違うすべての人に明るく笑顔で挨拶を欠かしませ

んでした。幸い誰からも攻撃的な対応はされず、優しく温かく

私を迎えてくれました。私に今できること、宣伝、電話、広報

（ニュース・ネット拡散）を滋賀から全力で頑張ります。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の沖縄県知事選挙を通じて、沖縄県だけではなく、日本列島をかつてない「変化」が駆け巡っています。それは、本当に多くの人た

ちが自らの信念や良心にしたがい、所属する組織や団体の考えに逆らってでも、不当な圧力とたたかい、勇気を振り絞ってデニーさんを応

援していることです。しかも、悩みに悩んで苦渋の決断をしているばかりか、そのことを内外に表明することで、同僚や第三者にもデニー

さんへの支持を訴えているのです。本当に頭が下がる思いですし、すがすがしく、嬉しく、多くの人たちが勇気と元気でつながっています。 

生まれ育った国や故郷の未来を慈しみ、取り返しのつかないことから守ろうとする気持ちは、ウチナーンチュもヤマトンチュも同じです。

この同じアイデンティティで私たちは今、北海道から沖縄まで、想像をはるかに超えた大きな大きな力で一つにつながっているのではない

でしょうか。所属する組織や団体、支持政党が違えば、理念や政策が違うのはあたり前です。そもそも誰一人として、１００％同じ価値観

の人間などありえません。それなのに私たちは、ときに心が弱いとき、ほかの誰かの自分と違う部分を見つけると、ことさら強調し、攻撃

し、思想信条や宗教を持ち出して壁を作ってしまうようです。しかし、根っこにある良心や信念が目指している方向が同じなら、私たちは

そうしたさまざまな障壁を超えて、より大きなアイデンティティで一つになることができると、翁長知事が命をかけて教えてくれました。

そして今度は玉城デニーさんが、翁長さんの遺志と私たちの夢を背負って新時代の扉をひらくために奮闘してくれています。  

住民が願うことが、国家のためと踏みにじられるような政府は要りません。国家権力を総動員して民意をつぶしにかかるような政府も要

りません。もう終わりにしましょう。私たち一人ひとりのほんの少しの勇気が、幾千幾万の「ちむぐくる」（真心）を紡ぎ、新しい時代の

歴史を刻んでいきます。心一つに「たたかう民意」に限界も敗北もありません。いまこの時代に生きたことを、ご一緒に誇れるようなたた

かいにしていきましょう。 

 

 

辺野古トメルさんに投票したいのに、 

別人に投票するよう圧力がかけられている

人達へ！ 

① 別人の名前を一旦書いて、 

報告用の写真をとる。 

② その名を二重線で消して「辺野古トメル」

と書いて投票箱に入れてください。 

二重線があっても有効票です。 

http://tamakidenny2018.com/
https://www.facebook.com/hashtag/%E6%96%B0%E6%99%82%E4%BB%A3%E6%B2%96%E7%B8%84?source=feed_text&__xts__%5B0%5D=68.ARBBky6c_eOOquxygmkgSlbZ3j6xV8UifFqlbWXB4MmY-lsFsWI4IKRmxmIGJsAbmZJxnicdudtUGAFCLE2FifuFv8Cz0zeS5pSdJb-4q1di1Wf8imIGrtrnH9f-V2TQvGOA-6vHCunxEeVOFRd2zYmKg-ZS-KjcK_c4msFt7okk7lA9uRxS-6fdRWT2mibu_2WX8cDosMgqB8s6JxL37A1BcSpnjF2o2Hcb4N7z&__tn__=%2ANK-R

